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原子力機構 

VERDON-2 実験で確認された空気混入条件でのヨウ素沈着物の再揮発現象を明らかにすることを目的に、

平衡を仮定する化学反応モデルを有する VICTORIAコードによる解析を実施した。その結果、酸素濃度の

増加による酸化還元反応で沈着物中のヨウ素が I2として再移行する可能性があることが分かった。 
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1. 緒言 

軽水炉シビアアクシデント（SA）晩期のソースターム（ST）評価において、配管等へ沈着・吸着した核

分裂生成物（FP）の再移行挙動を理解することは重要である。沸騰水型軽水炉 SA で想定される空気混入

条件の FP 沈着物への影響を評価した仏 CEA の VERDON-2 実験では、水蒸気条件で沈着したヨウ素（I）

が空気条件下で優位に蒸発し再移行することが示された[1]。しかしながら、同現象の反応機構は明らかに

されておらず、現状の ST 評価には十分に活用されていない。そこで本研究では、一般的な化学モデルであ

る化学平衡論に基づく FP 移行挙動解析コード VICTORIA[2]を用いた VERDON-2 実験解析を実施し、空気

雰囲気条件での沈着物 Iの再移行に係る反応機構を推定した。 

2. 実験概要・解析手法 

 VERDON-2 実験では、加熱炉と温度勾配管（TGT）から成

る装置体系において、MOX 燃料を加熱することにより FP の

放出・移行挙動を評価している。さらに複数の TGT を実験過

程毎に切り替える（水蒸気雰囲気：TGT-1 及び 2→空気雰囲

気：TGT-2 及び 3）ことで、各雰囲気条件の影響を推定してい

る。解析では全 18分割（加熱炉：1、接続部位：1、TGT：16）

から成る体系で、水蒸気雰囲気の沈着傾向を保持する TGT-1

と水蒸気及び空気雰囲気の沈着傾向を示す TGT-2 までの実験

過程を模擬した。 

3. 結果・考察 

水蒸気雰囲気（TGT-1）の I 沈着傾向に係る傾向（図 1）は、ピーク位置のズレはあるが沈着開始位置に

ついて実験と解析結果で一致した。これは沈着・壁面凝縮に係るモデルが不十分ではあるが、移行化学種

特有の凝縮温度を再現できたことを示している。また、実験で見られた TGT-1 及び TGT-2 間での I 沈着ピ

ークの減少傾向について、本解析でも同様の傾向が再現され水蒸気雰囲気で沈着した I が空気混入によっ

て再移行することが示された。解析結果の分析によると水蒸気雰囲気での沈着物 I は、ヨウ化セシウム（CsI）

であり、空気混入時に分子状ヨウ素（I2）へ化学変化（酸化反応）し再移行することが分かった。この酸化

反応は、CsI 中の対イオンである Cs の安定な化合物であるモリブデン酸セシウム（Cs2MoO4）の生成が鍵

となっており、沈着物中の酸化モリブデンと共存する場合でのみ有効であることが示唆された。 
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図 1 TGT1(水蒸気)及び 

TGT2(水蒸気→空気)での I沈着分布 
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